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広 報
主な内容

・2面・・・郷土史に目を向けよう

3面...平和の尊さを考えよう

-4面 -5面…2∞0年の夏休み

-6面介護保険料の納付は

h
p
三
男
三
女
に
恵
ま
れ
た
弦
斎
と
多
嘉
子
夫
人
。
長
女
と
長
男
以
外
は
平
塚
で
生
ま
れ
、
育
ち
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
ブ
ラ
ン
コ
を
設
置
し
た
邸
内
で
、
馬
を
飼
っ
て
乗
馬
を
習
わ
せ
た
り
、
実
用
英
語
を

習
わ
せ
た
り
す
る
芯
ど
、
弦
斎
に
は
教
育
熱
心
な
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。
〈
大
正
三
年
ご
ろ
自
宅
で
〉

八
月
三
十

一
日
(
木
)
ま
で
、
博
物
館
で
夏
期
特
別

展
「
時
代
の
先
駆
者
よ
み
が
え
る
村
井
弦
斎

i
明

治
の
実
用
小
説
家

i
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
村
井

弦
斎
は
明
治
か
う
昭
和
に
か
け
て
平
塚
に
住
ん
だ
作

家
で

「
食
道
楽
」
な
ど
の
小
説
を
発
表
し
た
ほ
か
、

幅
広
い
分
野
で
多
彩
な
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
二
十

一
世
紀
を
目
前
に
し
た
今
、
彼
の
先
見
性
が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
歴
史
の
転
換
点
に
立
つ
私
た
ち
に

弦
斎
は
何
を
語
り
か
け
る
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
博

物
館
で
弦
斎
の
息
吹
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

村
井
弦
斎
と
は
ど
ん
な
人

明
治

・
大
正
時
代
の
作
家
で
す
。
文
久

三
年
二
八
六
三
年
)
、
現
在
の
愛
知
県
些

橋
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

米
国
に
遊
学
し
、
帰
国
後
、
新
聞
記
者

に
な
り
、
明
治
三
十
六
年
「
報
知
新
聞
」
に

連
載
し
た
小
説
「
食
道
楽
」
が
爆
発
的
な
人

気
を
呼
び
ま
し
た
。
弦
斎
は
、
こ
の
時
の

印
税
で
平
塚
駅
の
南
側

・
現
在
の
村
井
公

園
(
八
重
咲
町
)
を
中
心
に

一
万
六
千
坪
余

り
の
敷
地
を
購
入
し
、
屋
敷
を
構
え
ま
し

た
。
多
都
子
夫
人
と
の
問
に
は
三
児
三
女

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

今
世
紀
初
め
の
「
報
知
新
聞
」
に

「二
十

驚
き
、

疑
問
、
必

世
紀
の
龍
一宮」
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
家

庭
、
科
学
、
少
年
、
歴
史、

こ
っ
け
い
、

実
録
な
ど
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
小
説
を

次
々
と
発
表
し
、
昭
和
二
年
、
六
十
三
歳

で
平
塚
に
没
し
ま
し
た
。

初
公
開
資
料
な
ど
測
点
を

こ
の
特
別
展
で
は
、
当
時
、
平
塚
の
自
宅

で
搬
影
さ
れ
た
写
真
を
は
じ
め
、
早
稲
原

稿
や
日
記
、
愛
用
の
ス
テ
ッ
キ
や
キ
セ
ル

な
ど
、
初
公
開
の
資
料
を
含
め
て
三
百
点

以
上
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
資
料

を
前
に
し
て
、
私
た
ち
は
そ
の
関
心
の
広

さ
と
料
衡
な
目
配
り
、
そ
し
て
現
代
に
も
通

じ
る
新
し
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

好感・・・・・・。
彼
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
、

二
十
一

世
紀
へ
の
泣
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
見
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
、

博
物
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

‘

こ
の
特
別
展
の
会
期
は
、
八
月
三
十

一

日
ま
で
、

開
館
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
(
金
曜
日
は
七
時
)
ま
で
で
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先
博
物
館
宮

(お
)
5
1

1
1
(月
陥
日
は
休
館
)

※
「食
道
楽
」
の
説
み
に
つ
い
て
は
、
弦
斎

の
長
女
、
村
井
米
子
さ
ん
が
「
復
刻
版
食

道
楽
解
説
編
」
の
中
で
、

「晩
年
の
弦
斎
自

身
も
「し
ょ
く
ど
う
ら
く
」
と
合
っ
て
い
た
」

と
守
い
て
い
る
こ
と
な
ど
に
従
い
ま
し
た

あ
な
た
に
と
っ
て

村
井
弦
斎
と
は
?

-
展
示
し
て
あ
る
写
真
を
見
て
、
か
つ
て
の
平
塚
の
風
景
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
〈

ω代
女
性
〉

.
明
治
と
い
う
時
代
に
生
き
た
人
物
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。〈
初
代
男
性
〉

-
こ
ん
な
に
す
ご
い
人
な
の
に
、
な
ぜ
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
〈
初
代
女
性
〉

.
す
ご
い
人
だ
と
い
う
の
は
分
か
る
け
ど
、
展
示
を
見
た
だ
け
で
は
・:
。
こ
れ
か
ら
発
売
さ
れ
る
図
録
を
読
ん
だ
り
、

8
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
り
し
て
み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。〈
初
代
男
性
〉

.
こ
こ
ま
で
「
道
楽
」
を
徹
底
で
き
た
の
も
、
お
金
持
ち
だ
っ
た
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
か
。〈
初
代
女
性
〉

-
初
め
て
聞
く
話
ば
か
り
で
驚
き
ま
し
た
。
弦
斎
の
著
作
を
読
む
会
を
聞
く
な
ど
、
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
弦
斎
に
接

す
る
機
会
を
増
や
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
/

「知
育
、
徳
育
よ
り
も
食
育
」
な
ど
の
指
摘
は
、
今
で
も

十
分
通
用
し
ま
す
よ
ね
。
夢
の
よ
う
な
予
言
が
百
年
後
の
今
、
ほ
と
ん
ど
的
中
し
て
い
る
の
も
す
ご
い
で
す
ね
。

/
家
族
を
大
切
に
す
る
姿
勢
に
好
感
を
持
ち
ま
し
た
。
電
話
の
時
代
で
は
な
い
と
し
て
も
、
た
く
さ
ん
の
手
紙
を

奥
さ
ん
に
出
す
「
ま
め
さ
」
に
も
驚
き
ま
し
た
。
う
ち
の
ダ
ン
ナ
に
も
見
せ
た

い
で
す
ね
。
〈
展
示
解
説
を
聞
い
た
大
原
小
学
校
P
T
A
の
み
な
さ
ん
〉

.‘ 
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念
。

平成12年7月15日

さ

村
井
弦
斎
は
、
優
れ
た
小
説
家
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
企
画
力
に
秀
で
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
未
来
を
予
測
し
た
り
、
女
性
の
地
位
向
上
を
図
っ
た

り
も
す
る
、
実
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
人
で
し
た
。
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
た

今
、
こ
の
平
塚
に
生
き
た
村
井
弦
斎
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
で
、
未
来
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

(
1
面
か
ら
続
く
)

食
文
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア

村
井
弦
斎
の
「
食
道
楽
」
は
、
明

治
三
十
六
年
、
十
万
部
と
い
う
当
時

と
し
て
は
空
前
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
和

食

・
洋
食

・
中
落
、
六
百
純
を
こ
え

る
メ
ニ
ュ
ー
と
そ
の
抑
制
刊
法
、
食
材

の
見
分
け
方
や
栄
養
学
的
効
能
な

ど
、
さ
な
が
ら
食
に
関
す
る
百
科
事

典
と
も
い
え
る
も
の
で
し
た
。

平
塚
駅
南
側
の
広
大
な
敷
地
内
に

菜
園
、

m
木
樹
聞
、
首
合
な
ど
を
設
け

た
法
粛
は
、
食
材
作
り
の
段
階
か
ら

「食
道
楽
」
の
附
界
を
実
践
し
ま
し

た
。
当
時
は
限
ら
れ
た
人
々
に
し
か

な
じ
み
の
な
か
っ
た
西
洋
料
理
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
、
小
説
と
い
う
な
じ
み
や

す
い
形
で
大
衆
化
し
、
食
卓
の
近
代

化
を
進
め
た
功
績
は
大
き
い
と
一言
え

ま
す
。

明
治
の
実
用
小
説
家

弦
斎
は

「食
道
山
市
」
な
ど
の
作
品

を
通
し
て
、
前
近
代
的
で
封
建
的
な

色
合
い
を
残
し
て
い
た
当
時
の
日
本

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
を

変
革
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、

円
木
の
文
化
を
世
界
に
発

信
す
る
た
め
、
当
時
と
し
て
は
め
ず

h
F
毎
年
5
月

下

旬

に

聞

か

れ

た

で

。
弦
斎
は
邸
内
で
、
西
洋
常
時

(写
真
)
な
ど
、
当
時
の
日
本
人
に
は
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
西
洋
果
物
や

野
菜
の
栽
培
、
養
鶏
、
ゃ
ぎ
の
飼
育
な
ど
も
実
践
し
ま
し
た

ら
し
く
、

一
人
で
山
冊
も
の
英
訳
本

を
山
版
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
女
性

の
地
位
向
上
を
図
る
た
め
、
雑
誌
に

啓
も
う
的
な
記
事
を
連
載
し
ま
し

た
。
学
問
へ
の
情
熱
を
子
ど
も
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
普
い
た

「近

江
聖
人
」
は
、
戦
前
の
教
科
岱
に
繰

り
返
し
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
日
立
製
作
所
の
創
業
者

・

小
平
浪
平
や
味
の
素
の
創
業
者

・
鈴

木
三
郎
助
、
実
業
之
日
本
社
社
長
の

増
田
義

一
ら
に
適
切
な
助
言
を
与
え

る
な
ど
、
市
業
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
の
側
面
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
o

m世
紀
を
見
事
に
予
言

「
発
明
や
発
見
が
世
の
中
の
進
歩

発
展
を
促
す
」
と
い
う
強
い
信
念
を

持
っ
て
い
た
弦
斎
は
、
明
治
三
十
四

年

(
一
九
O
一
年
)、
報
知
新
聞
に

「二
十
世
紀
の
漁
言」

を
発
表
し
ま

す
。
こ
の
記
事
で
弦
斎
は
、
百
年
後

の
今
日
を
驚
く
ほ
ど
の
高
い
的
中
率

で
言
い
当
て
て
い
ま
す
。
例
え
ば
:
・

マ
鉄
道
の
高
速
化
1
東
京

・
神
戸
聞

を
二
時
間
半
で
結
ぶ

(現
在
、
新
幹

線
の
ぞ
み
は
、
東
京
・
新
大
阪
聞
を

約
二
時
間
半
で
結
ん
で
い
ま
す
)

マ
通
信
の
発
達
1
対
面
電
話
が
で
き

る
(
現
在
の
テ
レ
ビ
電
話
?
)

マ
買
い
物
便
法

(
現
在
の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
?
)

そ
の
ほ
か
に
も
、
建
物
の
高
層
化

や
宇
宙
開
発
な
ど
、
様
々
な
分
野
で

U
見
事
な
未
来
予
測
を
し
て
い
ま
す
。

幻
世
紀
へ
の
架
け
橋
に

関
連
行
事
を
紹
介
し
ま
す

弦
斎
と
私

火
坂
雅
士
山
さ
ん

村
井
弦
斎
を
主
人
公
に
し
た
時
代

推
理
小
説
「
美
食
探
偵
」
(
誹
談
社
)

が
今
年
三
月
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

作
省
は
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
説
家
、

火
坂
雅
志
さ
ん
で
す
。
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
も
登

場
す
る
火
坂
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

。
。

平
塚
駅
周
辺
か
ら
海
岸
の
方
ま
で
、

よ
く
散
歩
す
る
ん
で
す
よ
。
あ
の
辺

は
歩
い
て
い
て
気
持
ち
い
い
で
す
よ

ね
。
弦
粛
を
知
っ
た
の
も
、
散
歩
の

シンポジウム聞く E
弦斎 lflll3:1] 

「
美
食
探
偵
」
の

作
者
に
聞
く

途
中
に
立
ち
寄
っ
た
村
井
公
園
で
記

念
碑
を
見
た
か
ら
な
ん
で
す
。
面
白

い
人
が
い
る
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

弦
粛
の
著
作
が
な
か
な
か
手
に
入
ら

な
か

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
詳
し
く

制
べ
る
に
は
重
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
十
年
前
に
聞
か
れ
た
サ

l
フ
卯
の
イ
ベ
ン
ト
で

「グ
ル
メ
の

元
祖
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
見

て
、
い
つ
か
「
美
食
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
啓
い
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
自
分
が

歩
い
て
い
る
、
風
の
に
お
い
の
わ
か

る
湘
南
を
舞
台
に
小
説
を
特
き
た
い

と
温
め
て
い
た
ん
で
す
。
平
塚
の
ま

ち
に
は
一
見
、
雑
ぱ
く
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
弦
斎
的
な
別
荘
文

化
と
い
う
か
、
明
治
の
湘
南
文
化
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
小
説
に
で
き

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実
は
、

~ 

基
調
講
演
を
す
る
村
上
信
夫
さ
ん

ひ

時

代

を

先

取

マ

基
調
講
演
村
上
信
夫
さ
ん

(帯

り
し
た
小
説
や
国
ホ
テ
ル
料
理
顧
問
・元
総
料
理
長
)

.
幻
世
紀
の
大
予
言

評
論
を
残
し
た
マ
パ
ネ
リ
ス
ト

博
物
館
で
は
現
在
、

小
中
学

生

を

村

井

弦

斎

。
彼

・
河
内
紀
さ
ん

(放
送
作
家
)

対
象
に
、
「
未
来
科
学
の
作
文
」
と

が

唱

え

続

け

た

・

小

官

桂

子

さ

ん

(食
文
化
研
究
家
)

「
未
来
科
学
の
夢
絵
画
」
を
学
校
を

「発
明
発
見
と
生
活
改
良
に
よ
る
杜
・
長
山
蛸
生
さ
ん
(
文
芸
評
論
家
)

過
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
文
の
会
進
歩
」
は
、

二
十

一
世
紀
を
迎
え
・
火
坂
雅
志
さ
ん
(
作
家
)

優
秀
作
品
は
文
集
に
ま
と
め
、
絵
画
る
私
た
ち
に
も
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る

・
吉
野
稜
威
雄

(平
塚
市
長
)

の
優
秀
作
品
は
十
二
月
か
ら
博
物
館
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

・
土
井
浩
(
平
塚
市
博
物
館
学
芸
員
)

で
展
示
し
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
多

面

お

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に

.
弦
斎
の

「食
道
楽
」
を
食
べ
る

的
な
顔
を
持
つ
弦
粛
と
は

一
体
ど
ん
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
申
し
込
み
」
と
参

大
原
、
崇
普
、
岡
崎
、
金
田
、
旭
な
人
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
加
希
謹
人
数
、
氏
名
、
住
所
を
記
入

北
、
花
水
、
な
で
し
こ
の
七
公
民
館
場
か
ら
考
え
ま
す
。

し
て
博
物
館
へ
。
定
口
先
着
七
百
人
。

で
、
食
道
楽
の
レ
シ
ピ
の
料
理
教
室
マ
日
時

8
月
5
日
(土
)午
後
l
時

マ

問
い
合
わ
せ
先
博
物
館

(告
犯

を
聞
き
ま
す
(
大
原
は
実
施
済
み
)0

3
4
時
却
分

1
5
1
l
l
・
-T
矧

l
馴
浅
間
町

お
問
い
合
わ
せ
は
各
公
民
館
へ
。
マ
会
場

中
央
公
民
館
大
ホ
l
ル

ロ

l
U
)

弦
苅
を
主
人
公
に
し
た
次
作
の
構
想

も
あ
る
ん
で
す
よ
。

弦
粛
を
は
じ
め
、
明
治
の
人
に
は

趣
味
や
遊
び
心
が
あ
り
ま
し
た
。
現

代
人
は
機
能
ば
か
り
を
追
い
求
め
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
で
は

忘
れ
が
ち
で
す
が
、
明
治
に
は
激
石

や
鴎
外
ば
か
り
で
な
く
、
大
衆
小
説

も
あ
っ
て
、
「
食
道
楽
」
は
空
前
の

大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
し
た
。
弦
粛
の

よ
う
に
、
人
生
の
余
裕
を
生
活
の
泣

か
さ
や
小
説
の
豊
か
さ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

弦
粛
と
い
う
の
は
不
思
議
な
人
で
、

ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
権
威
セ
義
的
で

な
く
、
現
実
に
添
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
と
し
て
の
姿
勢
に
も
共
叫
す
る

と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
視
点
を

大
衆
に
お
い
た
弦
斎
の
心
構
え
と
い

う
か
、
志
み
た
い
な
も
の
を
継
い
で

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

(

談
)

fjた磁器電私~た磁鵡器調えも~た麟欄そヨ
ミレニアム(1000年紀)を迎え、記念事業を実施します

年千夢かつら
ー トで迎えます

O美術館開館10周年記念企画展

。郷土の歴史を発見

-もろとしが原再生計画

-時代の先駆者よみがえる村井弦斎展

.東海道開道400年記念展示

l市民ととも!改む環境姑まちづくりl
。1000年の森づくり~来年 1月 1日に、 1000

年の森づくりに向けて記念植樹を行います

o r環境市民」行動プログラムの策定~環境

共生都市ひらつかの実現に向け、環境市民

の具体的な行動プログラムを策定します
|人と人とのふれあい I 

。輝け新世紀!禾来へ託すタイムカプセル

。湘南ひらつかビーチパーク10周年イベント

0ローレンス市との姉妹都市提携10周年記念

事業を実施

|郷土の歴史をいかした個性ある文化の創造1
。湘南ひらつか七夕まつり ~50回を迎えた七

タまつりの新た芯門出を演出しました

。オペラコンサート~21世紀をオペラコンサ

西暦2000年か52001年へという、 時代の転

換点を迎えました。 1900年代を締めくく った

り、 21世紀や次の1000年に思いをはせたりす

る芯ど、私たちは今、平常年では経験できな

い貴重芯時期を過ごしています。

平塚市では、この2000年と2001年を新たな

時代へ踏み出す第一歩、「創世の時期jと位

置づけました。この期間を「新たな時代を、

新たな気持ちで迎え、新たに歩みだす」ため

「ひらつか夢千年」と題し、次の11の事業を

実施します。

〈問い合わせ先〉企画課宮21-8760

<湘南ニューウエーブカップほか> <8級シリーズ>
7/22.23.24.30.31.8 1 8 19.20.21.27.28.29 

bお楽しみイベント 未来戦隊タイムレンジャーショー(7/22)、花火ショー(7/24・

811)、コージー冨田ものまねライブ(7/30)、電撃ネットワークライブ(7/31)

大ナイター競輪開催日夏の夜の胸騒ぎ。「ナイター競輪J1 R/16:05 lOR/20:30 

湘南ミルキーウェイレース
。問い合わせ先平塚競輪場(n21-3935)



平和の尊さ考えよう
平
塚
市
に
は
、
昭
和
二
十
年
七
月

十
六
円
か
ら
十
七
日
未
明
に
か
け
て

大
規
模
な
空
襲
を
受
け
、
市
街
地
の

戸
数
の
約
七
割
を
焼
失
す
る
と
い
う

悲
し
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
惨
事
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
市
で
は
、
昭
和
六
十
年
に

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
、

以
来
、
平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
伝

え
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
平
塚
大
空
襲
展
(博
物
館
)
:
・9
月

9
日
(土
)ま
で
、
午
前
9
時
5
午
後

5
時
(
入
館
は
4
時
初
分
ま
で
)
、
月

第675号(1日・ 15日発行)

全国家庭婦人バレーボール大会ヘ

いきいき、はつらつ「五領ケ台クラブJ
県予選会で優勝し、「第31回 全 国家庭婦人バ

レーボール大会」 へ の出場が決まり、充実した

練習をして顔に自信がみなぎっている「五領ケ

台クラブJの選手のみなさん

時
霊
峰
狐
@

広報ひ5っか固

曜
日
は
休
み

一
中
央
図
書
館一

午
前
叩
時
と
乍
後

マ
平
和
の
本
の
特
集
(各
図
書
館
):・

2
時
の
2
回
上
映

8
月
初
日
(
水
)
ま
で
、
午
前
9
時
63

-
8月
6
臼
(臼
)「
う
し
ろ
の
正
面

午
後
5
時

、

月

曜

日

休

み

だ

あ

れ

」

マ
平
和
空
襲
の
臼
市
民
キ
ャ
ン
ペ

1

・
8
月
日
日
(日
)「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」

ン
(駅
北
口
周
辺
)・
:
7月
日
ロ
(
日
)、

・

8
月
初
日
(円
)
「
ヒ
ロ
シ
マ
に

一

午
後
2
時
1

4
時

密

電

車

が

走

っ
た

」

子

ど

も

も

大

人

も

開

放

的

に

な

る

マ
平
和
普
及
展
5
戦
災
記
録
写
真
や

マ
原
燥
と
人
間
展

i
写
真
展
示
(市

夏
。
で
も
、
過
労
運
転
や
無
謀
逮
転

戦
時
中
の
物
品
の
展
示
(市
役
所
1

役
所
1
階
市
民
ホ
l
ル
):・
8
月
7

か
ら
交
通
事
故
が
多
発
す
る
の
も
こ

階
市
民
ホ
l
ル
)・
:
7月
げ
日
(
月
)
口
(
月
)I
U
日
(金
)、
午
前
8
時

犯

の

時

期

で

す

。
出
か
け
る
と
き
は
、

1
M
日
(
月
)、
午
前
8
時
初
分
i
午

分

1
午
後
5
時

余

裕

を

持

っ
た
レ
ジ
ャ
ー
計
耐
を
立

後
5
時
、
土
・
日
時
日
・
祝
日
は
休
み
マ
平
和
灯
ろ
う
流
し
(金
目
川
観
音

て
、
交
通
事
故
の
無
い
、
楽
し
い
夏

マ
平

和

映

画

会

橋

下

の

河

原

)

:

・

8
月
日
目
(
水
)
、
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

一
西
図
鑑
回
館
一
午
後
3
時
上

映

午

後

6
時
ぬ
分
t
8時
マ

子
ど
も
の
飛
び
出
し
、
気
を
つ
け

・
8
月
2
臼
(
水
)
「
な
が
さ
き
の
子

・
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課

(宮
幻

て
:
・
子
ど
も
の
聖
母
不
規
則
で
す
。

、ヱ志」

1
8
7
6
3
)

子
ど
も
を
見
か
け
た
り
、
子
ど
も
が

宅
島
守
‘
.
‘
h

，
‘
.. 喝
ゐ
守
電
ゐ
守
電
・
・
句
-v
唱
.
‘
.
‘
@
匂
-v
‘
&
守
宅
&
.
‘
.
宅
・
宅
&
守
宅
働
守
宅
.
‘
ゐ
V

唱
&
守
宅
・
喝
&
.
‘
.
，
宅
・
唱
・
・
唱
ゐ
.
‘
島
守
宅
・
宅
島
曹
電
&
守
電
&
守
宅
-
-
屯
‘
.
‘
&
・
唱
‘
，
宅
@
宅
・
・
電
@
唱
&
マ
‘
.
‘
.
宅
・
喝
.
‘
.
‘
.
喝
-
v
‘
島
守
宅
&
守
宅
晶
マ
‘
.
‘
.
‘
‘
.
喝
&
.
‘
.
宅
@
竜
也
・
句
・
宅
ゐ
マ
‘
-
電
‘
，
喝
・
宅
&
.
‘
-v
‘
.

詰
し
て
く
だ
さ
い
。

(手
続
き
完
了
端
数
は
切
り
捨
て
)

前
に
購
入
し
た
場
合
は
、

制
助
の

対

お

問
い
合
わ
せ
は
、

環
境
業
務
課

象
に
な
り
ま
せ
ん
)

(宮
幻
1
8
7
9
6)
へ
。

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
が
、

自
宅
で
使
、
っ
家
庭
用
電
動
生
ご
み
処

理
機
で
、
販
売
登
録
庖
か
ら
購
入
す

る
も
の
(デ
ィ
ス
ポ
!
ザ
ー
は
除
く
)

※
販
売
登
録
庖
の

一
同
凡
な
ど
を
掲
載

し
た
案
内
チ
ラ
シ
は
、
公
民
館
な
ど

で
お
配
り
し
て
い
ま
す

マ
補
助
台
数

l
世
帯
l
台

マ
補
助
金
額

本
体
価
絡
の

2
分
の

1

(限
度
額
2
万
円
、
間
円
未
満
の

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

生
ご
み
の
滅
企
化

・
資
源
化
の
推

進
を
は
か
る
た
め
、
「
家
庭
用
沼
動

生
ご
み
処
理
機
」
の
購
入
貨
を
補
助

し
ま
す
。

申
請
は
、
七
月
十
七
日
(
月
)
か
ら

七
月
二
十
七
日
か
ら
東
京
体
行

館
で
開
催
さ
れ
る
第
一一一十

一
回
全

国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

に
出
場
す
る
「
五
領
ケ
台
ク
ラ
ブ
」

を
取
材
し
ま
し
た
。

県
予
選
会
四
回
目
の
出
場
で
優

勝
を
飾
っ
た
勝
因
を
キ
ャ
プ
テ
ン

の
竹
中
さ
ん
に
質
問
し
た
と
こ
ろ

「
と
に
か
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

大
変
よ
く
、
み
ん
な
バ
レ
ー
が
大

好
き
で
、
楽
し
く
、
仲
良
く
練
習
を

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
家

族
と
地
域
の
人
た
ち
の
支
援
の
お

陰
で
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
仕
事

を
も
っ
て
い
る
の
で
、
週
二
回
(四

時
間
)
の
練
習
に
か
け
る
集
中
力

は
と
て
も
高
く
、
そ
の
う
え
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
更
に
力
を
ア

ッ
プ
さ
せ
て
い
る
の
が
練
留
を
見

学
し
て
い
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
「
家
庭
用
電
動
生

ご
み
処
理
機
」
を
購
入
す
る
前
に
、

環
境
業
務
棋
や
販
売
登
録
庖
で
お
配

り
す
る
申
請
舎
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
見
積
舎
を
添
え
て
、
同
謀
へ
申

得
た
こ
と
は
?
」
と
質
問
す
る
と

「
同
じ
目
標

・
夢
を
も

っ
て
い
る

仲
間
が
で
き
た
こ
と
で
す
」
と
監

督
の
束
聞
き
ん
た
ち
が
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
本
当
に
楽
し
そ
う

で
、
同
じ
目
的
を
も
っ
た
仲
間
が

い
る
生
活
は
素
晴
ら
し
く
、
私
も

趣
味
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
仲
間

を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
チ
1
ム
に
も
ま
だ
、
欲
し

い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ

は
「
若
い
と
き
の
体
力
よ
」
と
メ

ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
。
し
か
し
、

そ
ん
な
こ
と
は
少
し
も
感
じ
ら
れ

な
い
機
敏
な
動
き
と
体
育
館
に
響

き
わ
た
る
大
き
な
声
。
目
的
に
向

か
っ
て
練
習
し
て
い
る
チ
l
ム
の

姿
は
と
て
も
紫
敵
で
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

全
国
大
会
に
は
ベ
ス
ト
の
状
態

で
臨
め
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

「
震
を
楽
し
く
官
金
巴
」

?
/
幻

i
初
夏
の
受
通
事
故
防
止
運
動

飛
び
出
し
て
き
た
り
し
そ
う
な
と
こ

ろ
で
は
、
必
ず

一
時
停
止
か
徐
行
を

し
ま
し
ょ
う

マ
し
っ
か
り
着
け
て
ね
。
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
l
ト
・
:
互
に
な
り
、
チ
ど
も
を

迫
れ
て
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
機
会
が
増

え
ま
す
。
6
歳
未
満
の
子
ど
も
を
自

動
車
に
乗
せ
る
場
合
は
、

必
ず
、
チ

ヤ
イ
ル
ド
シ
l
ト
を
清
川
さ
せ
ま
し

ょ、っ

•••• 

第50回湘南ひ6っか花火大会
3，000発の夢の競演

7月28日(⑧223Z2
会場湖南湖来(相模川河口)

相州平原七夕太鼓の上演もあり

ます(午後6時~、 7時-)

※荒天の場合は、 29日(土)に延期

します。開催の有無は、午後 1時

ごろと午後5時ごろの2園、 FM

湘南ナパサ(78.3MHz)でお知ら

せします

τたお隣の花火大会の予定日は

。大磯(大磯港)••• •••• •••••• •. • ....7月29日(土)

@茅ケ崎(サザンピーチ)..••• ....8月 5日〈土〉

@厚木(相模川三川合流地点)・ 8月 5日(土)

O寒)11 (神川橋下流)ーー・・ー...・E ・8月10日(木)

園 商業観光課

(n35-8107) 

く5レ快適メモく連載⑭〉

内職商法に気をつけて家コり市民ツアー
友好都市・岩手県花巻市へ

藷
「家にい広がら簡単に稼げますよ。試験

に合格すれば仕事を紹介しますからj と

パソコン入力の内職を勧誘され、高額な

パソコンを買わされたり、チラシ配りの

内職で大量にチラシを買わされたりする

“内職商法"という悪質商法があります。

買わされた材料や機械などを使って仕

IJをしても収入は得られす投資したお金

が「むだ」になってしまいます。こうい

った商法には、十分注意しましょう。

3日目は弘前城など

市民活動推進課 (内線2263)

| 消費生活相談:毎週金曜…叩時/市民相談室伽階I
電話(内線2293)でも相談できます

国

400年の歴史を誇る花巻まつりを見学してみませんか。

を見学し、津軽の歴史を肪ねます。帰りは飛行機で。

[>日程 9月 9日(土)-11日(月〉

[>コース 1日目 平塚発(7: 00)ーくJ'I.ス〉ー

花 巻 詣(15:30)一花巻まつり見学一花巻市

内泊 2日目 :花巻市内「平塚花巻交流の

森」見学一大鰐混泉泊 3日目 弘前域見 ・

学 ーね131たの里一三内丸山遺跡ー宵森空港

一〈飛行機〉ー羽 田空港(16:20)一平塚詣

(18 : 30) 

[>定 員 35人〈先着順)

[>参 加 賀 58.000円

[>申し込 み先神奈中トラベル(ft22-8866) 交流親善課(ft25・2520)

市内15か所の市民窓口センターで、住民票の写しゃ印鑑霊堂録証明書などが取れます。

[>場所 なでしこ-大野・豊田-神田ー大神-城島・岡崎金田・金国土屋ー吉沢・旭南・旭北の各

公民館、東海大学同窓会館、駅前(MNピル10階) [>利用時間駅前は 9 : 00-20 : OO(土 ・

日・祝日は17:00まで、第 3日臨白は休み) そのほかは 9 ・00-17:OO(土日祝日は休み)

圃

市役所に行かなくても

住民票などが取れます
。問い合わせ先市民課(宮21・8773)



電話23・11 1 1・35-1111平場市役所:休み 、~ 回平成12年7月15日
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刈
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を
す
る
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》
/
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ン
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レ
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ミ
レ
ー
な
ど
の
特
集
展
示

貧
固
と
戦
い
な
が
ら
「
働
く

人
々
を
錨
く
」
た
め
に
一
八

四
九
年
に
パ
リ
か
ら
パ
ル
ピ

ゾ
ン
に
移
住
し
た
ミ
レ
l

・

そ
の
三
年
後
に
錨
い
た
こ
の

デ
ッ
サ
ン
は
、
「種
婚
く
人
」

な
ど
の
代
表
作
品
を
描
い
た

時
期
に
続
く
も
の
で
、
農
民

の
働
く
姿
を
日間
実
に
描
い
て

い
ま
す

ミ
レ
ー
や
ピ
サ
ロ
な
ど
、
海

外
作
家
の
作
品
五
点
を
展
示
す

る
特
集
展
示
「
所
蔵
海
外
作
家

作
晶
」
ミ
レ
!
と
ピ
サ
ロ
な
ど

を
聞
き
ま
す
。
全
面
展
示
替
え

を
し
、
新
収
蔵
作
品
を
集
め
た

常
設
展
示
と
あ
わ
せ
て
、
ど
う

ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
会
羽

8
弓
刀
ヨ
ヘ
ヨ
〕
安
で
、

生
・
高
校
生
明
円
、
小
・

中
学

生
日
円
※
第
2
-
4
土
曜
日

は
高
校
生
以
下
は
熊
料
で
す

マ
問
い
合
わ
せ
先
美
術
館

(宮

お
1
2
1
1
1
)

Pご

見て楽しい。参加して楽しい。ビーチスポーツ目白押し

二
十
世
紀
最
後
の
夏
も
ピ
ー

チ
へ
練
り
出
そ
う
。
平
塚
海
岸

の
ピ
l
チ
パ
ー
ク
で
は
、
八
月

三
十
一
日
ま
で
、
「
ピ
ー
チ
カ
ー

ニ
バ
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

全
国
規
模
の
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
は
じ
め
、
週
末
に
は

力
タ
マ
ラ
ン
ヨ
ッ
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
カ
イ
ト
の
体
験
会
や
講
習
会

の
ほ
か
、
ビ
ー
チ
コ
ン
サ
ー
ト

や
星
を
見
る
会
な
ど
も
闘
か
れ

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

参
加
方
法
な
ど
群
し
く
は
ビ

ー
チ
セ
ン
タ
ー

(告
白
|
4
7

8
1
)
へ。

-
ピ
l
チ
セ
ン
タ
ー
開
館
時
間

午
前
9
時
1
午
後
6
時

-
交
通

平
塚
駅
か
ら
徒
歩
約

日
分
。
駅
南
口
か
ら
ピ
l
チ
パ

ー
ク
北
側
の
湘
南
海
岸
公
固
ま

で
、
お
よ
そ
卸
分
間
隔
で
臨
時

パ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す

(
7

月
四
日
i
8月
引
目
、
午
前
9

市営プールヘGO

，人目寺
片 20
i草うま

輔酬公園 l円午
圃雇7-Al.司11小管
| 凹IA昌喜
一一一一一一ー|片忠

臣い|賢

ー
寧
ao酎
馴

r.. 
n/人口 口〆・.1民
回 目01割"

・浦一--問団プール

来

l
利

小・中学生は100円、大人は250円で楽

しめる「涼Jと「にぎわい」。市営プーjレ
(湘南海岸公園-龍城ケ丘)は8月31日

まで休まず開いています。どうぞ、ご

利用ください。※幼児は無料

4砂湘南海岸公園ブール (宮22・9076)
交通 :平塚駅南口循環線パスで約5分。

「湘南海岸公園前」下車

4砂龍城ケEブール (宮32-4509)
受通:平塚駅南口循環線パスで約15分。
「市営プール前」下車

固 茜 ブ ール またはみどり公園課(内

線2515)へ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
E

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
り
、

電
子
メ
l
ル
を
交
換
し
た
り
し

芯
が
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

お
も
し
ろ
さ
、
便
利
さ
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

8
月
引
日
(
月
)
i羽

田
(
水
)
、
全
3
回
、
午
前
9
時

却
分
5
1時
加
分
(
小
学
生
コ

|
え
て

F
後
1
寺
心
¥
つ
i
3寺

7
1
8
)
 

マ
対
象

小
学
生
コ
ー
ス
・
小
学
校
5

年
生
1
6年
生
日
人
(
抽
選
)

親
子
コ
ー
ス
小
学
校
3
年

生
1
6
年
生
と
保
護
者
5
組

(抽
選
)

マ
締
め
切
り

7
F
UE
Z
コ
+
広

フ
月
白
日
(
火
)

主
室
主
子
雪
二

'町子コー
ス
は
不
要
)
、
希
望
コ

ー
ス
を
記
入
し
、
情
報
シ
ス
テ

ム
課
「
夏
休
み
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ

、
Z
ミ
ト
l
一
系

ご
「
一
泊
|
総 ~ 、-ーミ

子育て支援センター
(須賀保育園 2階)

岱 .FAX21-7639
0子育ての相談 ・情報提供

毎週月~金曜日 9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
<)来所 毎週月~金曜日10時
~17時

。電話 毎週月~土曜日 9時

~17時(第24土曜日を除く)

至平寂駅

脳 会館 2書館
EZ、 口
セも
ン惣

伊
市民 ー
センタ

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時30分-16時
8月10日(木)10時~

健康相談
(保健センター)

ft34-0311 

。婦人

15時

福祉会館

青少年相談室
(市民センター2階)

234-7311 
く〉青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日 10時~17時

。ヤンク・テレホン8331%56
(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は 13時)~18時30分

。電話 毎週月~金曜日10時

~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日 9 時30分~10時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

8. FAX32 -2738 
く〉子どもの発達・発育の相談

毎週月'7Jく金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

8月11日

包 33-2333
。専門(法律住宅、要予約)

9 月14日(木)13時30分~15

時30分
。生活支擢 毎週月~金曜日

8 時30分~ 1 7時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日 8 時30分~17時

く〉母子 毎週月~金曜日9時

~16時

く〉家庭児童 毎週月~金曜日

9 時~16時

く〉手話案内 毎週金曜日 9時

~12時30分

。建築設計・耐震・バリアフリー

7月17日(月)13時~16時

。高年齢者職業 7月18日
(火)、 8月1日(火)、 8日

(火)9 時~12時

。許認可各種届出

(火)13時~16時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9 時~16時

7月25日

市民相談室
(市役所 1階)

823-1111内線2293
0人権 7月18日(火)、8月1

日(火)13時-16時
く〉行政 8月1日(火)、 9月5

日(火)13時~16時

。一般法律(予約制) 毎週水

曜日と毎月第4木曜日(7月

27日)13時-16時
※ 8月は休み

0畳記・供託・測量

(金)13時-16時
。住宅新改築 7月18日(火)、

8月15日(火)13時~16時

。発明・考案・特許 8月14日

(月)1 0時-15時
く〉労働 8月10日木)、9月14

日(木)13時-16時
。下請け取り引き 8月17日

(木)13時30分-16時
。年金・社会保隙・労災

8 日(火)10時~15時

。消費生活 毎週金曜日 9時

~16時

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

821-8779 
0来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分-17時

8月

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い



~平塚6回

ー
午
後
4
時
印
分
(
入
場
は
4

時
却
分
ま
で
)

マ
観
覧
料

一
般

m円
、
大
学

4
軸
吊
品
阻
展
の
新
収
蔵
作
品

《
パ
ン
ド
ラ
》

/
勝
呂
忠
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-
現
境
作
文

環
境
に
闘
す
る
意
見
や
体
験

談
を
募
集
し
ま
す
。

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

通
学
の
中
学
生
・
高
校
生

マ
応
募
規
定

制
字
づ
め
原
稿

用
紙
5
枚
以
内

マ
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
学

校
名
を
明
記
し
、
9
月
同
日
〔
木
)

ま
で
に
環
境
政
策
課

(
干
制
|

蹴
浅
間
町
9
1
1
・
市
役
所
新

館
3
階
・
内
線
2
6
5
9
)
へ

-
緑
化
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

第675号 (1日・ 15日発行)

み
ん
志
の
心
が
花
と
み
ど
り

で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
芯
標

語
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、
通
学
の
方

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集

マ
応
募
規
定

〈
標
語
〉
印
字

以
内
、
〈
ポ
ス
タ
ー
〉

B
3画
用

紙
ま
た
は
泊

m
×
臼
聞
の
用
紙

を
使
う
、
画
材
は
自
由
、
モ
チ

ー
フ
と
し
て
使
う
場
合
を
除
き

文
字
は
入
れ
芯
い

※
い
す
れ
も
1
人
1
点
、
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す

マ
応
募
方
法

雲
間
は
は
が
き
、

ポ
ス
タ
ー
は
裏
面
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
学
校
名
・
学
年
(
一

般
の
方
は
勤
務
先
な
ど
)
を
記

入
し
、

9
月
6
日
(
水
)
ま
で
に

み
ど
り
公
園
課

(
〒
制

l
蹴
浅

間
町
9
1
1
市
役
所
4
階
・

内
線
2
5
9
1
)

へ

-
土
砂
災
害
を
防
ぐ
絵
画

ポ
ス
タ
ー
-
作
文

土
砂
災
密
か
ら
人
命
や
財
産

7
月
旧
日
皆
既
月
食

明月
食
」
見
る
ぞ
f

広報ひ5っか

七
月
十
六
日
の
宵
か
ら
十
七

日
の
未
明
に
か
け
て
、
皆
既
月

禽
か
起
こ
り
ま
す
。
月
が
欠
け

は
じ
め
る
の
は
、
午
後
八
時
五

十
七
分
で
、
午
後
十
時
二
分
に

は
、
月
の
全
て
が
地
球
の
影
に

隠
れ
ま
す
。

再
び
、
月
が
影
か
ら
出
は
じ

め
る
の
は
、
一
時
間
四
十
七
分

後
の
午
後
十
一
時
四
十
九
分
で
、

食
が
終
わ
る
の
は
、
十
七
日
の

午
前
零
時
五
十
四
分
で
す
。

今
回
の
月
食
は
南
東
か
ら
南

の
空
の
約
三
十
度
の
高
さ
で
起

こ
り
、
特
別
な
用
意
を
し
砿
く

て
も
十
分
楽
し
め
ま
す
。
こ
れ

を
守
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
る
た

め
の
絵
画
、
ポ
ス
タ
ー
、
作
文

を
募
集
し
ま
す
。

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

通
学
の
小
・
中
学
生

マ
応
募
規
定

〈
絵
画
と
ポ
ス

タ
ー
〉
サ
イ
ズ
や
描
き
方
自
由
、

〈
作
文
〉
制
字
づ
め
原
稿
用
紙
5

枚
以
内

※
い
す
れ
も
未
発
表
作
品
に
限

り
ま
す

マ
応
募
方
法

絵
画
と
ポ
ス
タ

ー
は
画
用
紙
の
衷
、
作
文
は
原

稿
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
年
齢

を
記
入
し
、

9
月
同
日
(
木
)
ま

で
に
通
学
し
て
い
る
小
-
中
学

校
ま
た
は
水
政
課

(
〒
制
|
蜘

浅
間
町
9
11
・
市
役
所
4
階

内
線
2
6
2
1
)

へ

ほ
ど
長
い
時
間
の
月
食
が
日
本

で
見
ら
れ
る
の
は
、
お
よ
そ
百

四
十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

哀
の
夜
空
の
す
て
き
芯
天
体

シ
ョ
ー
を
ど
う
ぞ
、
お
見
逃
し

芯
く
。

・
問
い
合
わ
せ
先
博
物
館

(包

お
1
5
1
1
1
)

月
食

月
が
地
球
の
影
に
入
っ

て
太
陽
の
光
が
眉
か
な
く
芯
る

た
め
に
起
こ
る
現
象
。
欠
け
た

部
分
は
暗
赤
色
に
見
え
ま
す

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
圏申し込み方法〉

催しもの 内 n台h 日時-会場申し込み方法など

水車‘本棚、郵便受け、 CDカセッ 回8/8(火)-10 (木)、 14 目 00~16: 00、全2回園小学校3年生~6年生国20人(抽選) 圏中央公民館園無料圏ワ月25日

夏休み子ども木工教室 トケースの中から1つを選んで、トン までにはがきに住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、 中央公民館 (干254-0047追分1-20. n34-2111)ヘ
力チトンカチ作っちゃおう。

ワークショップ
楽譜が読めなくても大丈夫。 r大き 目町8(火)-1附 22(火).24(木)， 9:30~11:30 全4回国小中学生固30人(先着順) 圏市民センター画4∞0同(ハ

ハーモニカ入門編
な古時計」や「クラリネ‘ソ卜をこわ ーモ二力つき) 園はがきに住所、氏名、年齢、学校名、電話番号を記入し、 文化財団ワークショップ「ハーモニカJ係(干254-
しちゃった」が吹けるようになるよ。 ∞45見附町15-1市民センター内 n32-2237)ヘ

市民センター 「わくわ
舞台裏はどうなっているのり普段見 固8/20(日)、 10:00~11 : 30 園小学生以上(小学校3年生以下は保護者同伴) 国70人(先着順) 圏市民センター 園無

くホール探検ツアー」
ることができない市民センターの袈 料国市民センター (n32・2235)ヘ
側を「わくわく探検」してみよう。

自由研究もこれでパッチリ。防災- 固8/22(火).25(金)、9: 30~15 : 30 園小学生とその保護者圏各回50人(先着順) 巨三三宮市役所~総合防災センタ一~
夏休み親子施設見学会 歴史の探検コースでいろんな「平塚」 平啄球場~博物館「夏期特別展~時代の先駆者よみがえる村井弦斎J~市役所 図無料 圏広聴広報課(n21-8761)ヘ

を探してみよう。

お父さん、おmさんと一緒l:::、身の 回国8/5(土)-6 (日) rスビーカーを作ろう」など、小学校4年生~6年生と保護者名固15人(先着順) 817 (月Hカメフ(ピン

SAS親子の科学教室 回りの「科学の不思議」を実験しな ホールカメラ)を作ろう」など、中学生と保護者名回20人(先~II煩)、時間はいずれも 10 : 00~15 : 00 園東海大学 園子ど

がら考えてみよう。 も2，000同大人1，000同(昼食っき) 聞東海大学SAS事務局 (n69-1960)ヘ
2学期からは「理科好きJC。大学の 固8/3(木)、10:∞~15 :∞園小学校5-6年 生 国100人(抽選) 圏神奈川大学平塚キャンパス(土屋) 園無料

楽しい理科教室 教授が楽しく生物のお話しをします。 固7月25日までにはがきに住所、氏名、学年、電話番号を記入し、 社会教育課 (〒254・0051豊原町2・21・n35・8123)ヘ
パソコンネットワークも楽しめるよ。

農業総合研究所で、科学のおもしろ 回8/23(水) rの研究所を探検し、ホームページを作ろうH①纏物の色の不思議J 8/24 (木H①葉脈標本を作ろうJr④ 
さを体験する 5つの教室を開きます。 槌物を育てる土の秘密J 8/25 (金H⑤おいしさの科学j、①は10:∞~16 :∞、①へ([Iは10: 00~12 : 00と14:∞~16 :∞ 

子ども科学教室 さあ、伺に挑戦しようかな。 の2回国小学校4年生~6年生国各教室8~15人(抽選) 圏農業総合研究所箇無料圏7月31日までに往復はがきに住

所、氏名、学年、希望教室名を記入し、 農業総合研究所企画調登部 (干259-1204上吉沢1617・n58・0333)ヘ

圃費用園会場固定員園対象(市内にお住まい)〈固日時体験しながら学ぼうよ
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※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

お
か
あ
さ
ん
生
き
生
き

A
男
は
席
に
座
っ
て
学
習
で
き
ず
、
教
室
だ

け
で
な
く
、
学
校
内
を
歩
き
回
る
こ
と
も
あ
り
、

親
子
で
相
談
に
来
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
同
学
年
を
頭
に
三
人
の
予
を
育
て
て

い
る
母
親
は
、
き
ち
ん
と
駆
っ
て
食
事
が
で
き

な
い
、
歯
磨
き
が
で
き
な
い
等
々
、
家
庭
内
の

し
つ
け
の
大
変
さ
を
語
り
、
そ
の
つ
ど
助
言
を

受
け
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。

A
閉
山
は
小
柴
田
の
中
で
の
学
習
の
機
会
や
、

個
別
指
導
の
機
会
も
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
少

し
ず
つ
落
ち
必
き
の
あ
る
態
度
を
見
せ
る
よ
う

体
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に

2

1

・

n
u
-
-門
/
」

n
u
l
l7
'
nH
U
A，k
u
n
H
u
n
u
d

岱

(
引

)
8
7
6
1

に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
学
校
に
送
り
出
す
と
、
母
親

は
近
く
の
工
場
に
行
き
ま
す
。
生
活
の
た
め
で

も
あ
り
ま
す
が
、
仕
事
そ
の
も
の
も
、
か
な
り

而
白
い
と
一d
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
口
の
お
母
さ
ん
と
の
面
接
で
、
子
育
て

に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
迷
っ
て

い
た
今
ま
で
の
母
親
と
は
、
多
少
巡
っ
た
感
じ

を
受
け
ま
し
た
。
聞
い
て
み
る
と
、
英
会
訴
を

習
い
始
め
た
と
古
い
ま
す
。
ま
た
、
下
の
子
の

付
き
添
い
で
行
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ
も
や
っ
て
み

た
い
と
吉
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
総
菜
な
ど
も
自

分
で
作
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
作
る
こ
と
が
楽

し
く
な
っ
た
、
調
理
師
の
資
格
も
取
り
た
い
と

い
う
訴
に
も
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
に
追
わ
れ
、
そ
の
大
変
さ
を
腕
い
て

い
た
お
母
さ
ん
が
、
自
分
自
身
の
生
活
の
目
標

を
見
つ
け
、
そ
れ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
は
今
ま
で
と
は
迎
、
つ
観
点
に
立
っ
た
子
育

て
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
を
強

く
持
ち
ま
し
た
。

av子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山山
町
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

ま
た
、
糖
質
の
中
で
も、

来
精
は
体
脂
肪
に
変
わ
り
ゃ

す
い
特
性
が
あ
り
ま
す
。

一

日
に
と
る
来
物
は
、
り
ん
ご

な
ら
小

一
個
程
度
、
果
粕
を

含
ん
で
い
る
砂
糖
が
た
く
さ

ん
人
っ
て
い
る
菓
子
類
は
、

古
か
ら
二
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

以
内
に
誌
を
制
限
し
ま
し
ょ

、っ。門
取
後
に
、
一
白
三
食
規
則

正
し
く
と
り
、
食
事
で
と
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
動
で
消

到
す
る
こ
と
が
、
健
康
的
に

体
脂
肪
を
減
ら
す
硲
け
つ
で

す
。
来
月
は
「
体
脂
肪
を
減

ら
す
述
動
」
を
掲
載
し
ま
す

の
で
、
お
楽
し
み
に
。

ぱ
く
質
も
、
と
り
す
ぎ
る
と

体
脂
肪
に
変
え
て
替
え
ら
れ

ま
す
か
ら
、
腹
八
分
自
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
野
菜
や
海

泌
な
ど
、
よ
く
か
む
お
か
ず

が
あ
る
と
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
上
、
脳
の
満
腹
巾
艇
を
刺

激
し
て
満
服
感
が
得
ら
れ
る

の
で
、
一
石
二
鳥
で
す
。

「
お
な
か
の
脂
肪
が
円
以
近

気
に
な
る
」
。
そ
の
よ
う
な
万

は
次
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
朝
食
を
食
べ
な
い

②
菓
子
矧
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お

酒
を
よ
く
と
る

③
果
物
を
野
菜
の
代
わ
り
に

た
く
さ
ん
食
べ
る

@
野
来
は
あ
ま
り
食
べ
な
い

⑤
単
食
い
し
た
り
、
毎
食
お

な
か
一
杯
食
べ
た
り
す
る

。。

①
か
ら
⑤
は
、
い
ず
れ
も

体
脂
肪
を
過
剰
に
た
め
込
む

食
刊
慣
で
す
。
脂
質
だ
け
で

な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
た
ん

健
康
な
ん
で
も
相
談

健
庫
に
つ
い
て
気
に
怒
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
あ
な
た
の
騒
聞
に
、
保
健
婦
と
栄
聾
士

が
お
答
え
し
ま
す
。
(
予
約
制
)

マ
日
時

7
月
引
日
5
4
2
)
午
前
9
時
叩
分
S
H時

マ
会
場
・
申
し
込
み
先
保
健
セ
ン
タ
ー
〈4
面

「
市
民
相
識
」
欄
参
照
〉
宮
(
加
)
0
3
1
1

会東海大学湘南校舎 1>開放日時 8月 1日(火)-31日(木〉、午前9時~午後5時

1>休館日土・日髄目、8月14日(月)-18日(金) 1>対象 高校生

女神奈川大学平場キャンパス 1>開放日時 フ月31日(月)-8月31日(木)、午前9時~

午 後3時 1>休館日 土 ー日曜日、8月9日(水)-17日(木) 1>対象中学生ー高校生

※両館とも、ご利用の際は、生徒手帳をお持ちください

大学の図書館が利用できます
東海大学(宮58・1211内線2731)神奈川大学(ft59・4111内線2100)国
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